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■実証運営機関 （株式会社エックス都市研究所） 

乾 哲也 サステイナビリティ・デザイン事業本部 新事業創出チーム   

■試料採取・分析機関  

岡崎 貴之 (一財)日本環境衛生センター 東日本支局 環境工学部 環境施設課 係長 
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議事 1.開会 

2.報告 

現地調査報告 

3.議事 

①実証試験の進捗状況（利用者数、試料分析等）の確認 ＜非公開＞ 

②自然地域トイレし尿処理技術セミナーの検討 

③実証試験結果の有効活用および実証効果に関する検討 

④広報・PR 方法の検討 

配布資料 資料１  第 2 回技術実証検討会 議事要旨（案） ＜非公開＞ 

資料２  現地調査報告 ＜非公開＞ 

資料３  実証試験の進捗状況 ＜非公開＞ 

資料４  第 5 回 自然地域トイレし尿処理技術セミナー実施概要（案） 

資料５  実証試験結果の有効活用および実証効果に関する検討（案） 

資料６  実証試験の実施状況 

公開/非公開 議事①は非公開で行われた 



[議事要旨] 

○報告（現地調査） 

 陸前高田市に設置してある装置のデータを補完データとして取り扱うかどうかを検討する。 

 今後実証装置の状況変化があった際には、利用状況を控えておく必要がある 

⇒館山市役所が持っている実証試験中のトイレ清掃業務委託作業報告書を送付してもらい、その内

容を確認することとなった。 

 

○議事 

①実証試験の進捗状況（利用者数、試料分析等）の確認 ＜非公開＞ 

 

②自然地域トイレし尿処理技術セミナーの検討 

 セミナーを(公財)日本環境整備教育センターで開催することとし、日程は他の検討員の都合を確認

してから最終確定する。 

 セミナー当日の午前に、報告書検討小委員会を開催することとする。 

 実証事例の報告は、実証申請した企業が行うべきである。 

 セミナーには、地方環境事務所の方々にもぜひ参加して頂きたい。 

 環境省の補助事業の説明については、パネルトークの中で行うのではなく、別途発表枠を設けるべ

きである。 

 技術相談会の内容も報告書に反映するようにする。 

 セミナープログラムについては、以上の検討内容を踏まえてメール等で最終確認し、12 月中に案内

を発送する。 

 

③実証試験結果の有効活用および実証効果に関する検討 

 実証運営機関として、本検討内容をまとめるだけでなく、「自然地域トイレし尿処理技術分野での検

討内容」として実証運営機関の報告書に反映してほしい。（実証機関） 

→親委員会での会議時にその内容を反映させて欲しい（実証運営機関） 

 以前に実証機関経由で実施したフォローアップアンケートの結果を報告してほしい。（実証機関） 

→実証運営機関から後日報告する（実証運営機関） 

 

④広報・PR方法の検討 

 事務局からの提案を紹介したが、議論の時間を十分に設ける必要があるため、本議題は次回も行う

ことになった。 

 

 

 

 

 以上 


